<巻末資料>2.京都大学博物館　学術映像博覧会2009 by unknown
Title<巻末資料>2.京都大学博物館　学術映像博覧会2009
Author(s)








京都大学博物館 学術映像博覧会 2009 
京都大学総合博物館 学術映像博 2009 企画展示 
「水・土・火と生きる風景：在地の昔と今をつなぐ」 
 
本プロジェクトでは、2009 年 8/5（水）～12/13（日）に開催された「京都大学総合博物館 学術映像博
2009」において、「水・土・火と生きる風景：在地の昔と今をつなぐ」と題した企画展示を行いました。展示
期間は 9/16(水)～10/25（日）で、3 つの FS での取り組みをパネルや映像、模型展示などを通じて紹介






















「保津川筏復活プロジェクト」（亀岡 FS、制作：保津川筏復活プロジェクト連絡協議会、16 分 10 秒） 
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漁漉量(kg) 3774.8 2160.2 358.2 1509.3 1653.7 1892.8 1268.5 4914.7 1269.4 174.8 
魚種 アユ アユ アユ アユ アユ アユ Jユ /ユ アユ アユ
オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ
ニゴロフナニゴロフナ ヱコロフナ ニゴロブナ 三ゴロフナ =コロプナ ニゴロブナ 三コロフナ
フナ頬 フナ頭 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類
ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ
ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ
スゴモロコ スコモロコ スゴモロコ スゴモロコ スゴモロコ スゴモロコ スコモロコ
ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ
スジエピ スジ工ピ スシエビ スシ工ピ スジエピ スジエビ
魚の種類と量 コイ コイ
琵琶湖の工リ漁は、 11月から 8月中旬に ハス ハス ハス



















































よの 2 枚の写真を、どく l~ 写真左側の斜面(~ ~主自しながら比ベマみま 椋 川
しょう。
現点、ムの斜面(~ (1樹本がFっしりとえっマいます [写兵 11。いっ







で しょうか? 自然条件のため ?それども、本を
切うす'!<'tこから ?
そうでは、あうまゼん。草ムは当時の暮ら L





当時の家屋の屋根l:t手 を葺 L、た ものて、大量の手を必要どしました。ま t:、@畑の耕起や物資の運
搬I~ 重要だったのが牛で、その排措物ど混ざった敷 3 草 l:t水@ の肥料どな り ました。屋根材ど L マの
手、牛のエサや寝尿どなる草を採るための空間が草ムだったのです。
写A3.*-1fI の t止のム(~ も手ムド見える .-家ど牛を支えた草ム
写Jl-5.*-材を舗支出する牛 (綜川、 J最影:大;f..時代)u享).)、撤彩 大ー正時代)写.A-4-.手葺3屋根の家屋
-草ムの種類



























をみながら、火入れの 自を決めます。また、延焼を防ぐ ため(:.周囲 (こは防火帯を確保します。さ










防火帯 ，./1'・if :だ1，・ 4f
5.暮らしと景観

































の移う変わりととも 1-:.人どムの関わり方も変化 L、草ムは樹本1-:.1受われマ 3たのです。
写真提供 噌栗田俊栄氏
協力 :火野山ひろば、結いの里 ・椋)1、滋賀県立大学旅境科学部野間研究室 |朽木|
6. rくら Lの4.Jをふたたぴ :朽本FSの取9組み
近年のム村では、人口の著 Lい試少ど高齢化のためい、生計活動をは
じめ地域弘会の維持が困難な状態 I~ なっマいます。こう L たな十、朽本
F S"1"は地域の資掃を活力、 Lf:暮ら Lを創り出そうど考え、火入れいよる
林野利用，~ ~主目 L マいます。
今日、生活形態の変化 I~ よ 0 林野への火入れはすっかりと姿を摘しマ
います。 L力、 L、火入れ1-:.ょっマ林野の状態はつねい更新きれ、そのな
ウ、イムのもつ生産力を最大限 I~ ~I ~出すことがで主る、ど手ムたもは考え
マいます。また、生物多様性の維持 I~ もつながります。






















































































































































































































渡月橋下 、 川 浜を
筏が埋め尽くし、筏の上
を通って、対岸まで渡れ
たとも言われています。
